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セレンディピティを高めるプレゼンテーション技術

【第2回】眠らせない布石
物質・材料研究機構 轟眞市

愚か者がしゃべる時、賢者は眠っている (スウェーデンの諺)[1]

セレンディピティ(偶然を契機にして道を切り
開く能力)を磨く方法のひとつはプレゼンテー
ション技術にある [2]。この連載では、自分の仕
事に触れた人が何らかのアクションを起こして
くれる様なプレゼンテーションを行なうために、
筆者が特に重視しているノウハウを紹介してい
る。前回は、結論として提示する上映資料を 3
行に収めるルールを提示し、これを準備作業に
着手する段階から作成して、全体の構成を把握
すべきことを説いた。今回は、これと対をなす
冒頭に示す上映資料に関するルールを解説する。

まとめの３行を書き終えたら、、、

その各行が回答文となる様な疑問文を考え、そ
れらを並べた上映資料をつくる (Slide 2参照)。
これをプレゼンテーションの本題に入る前に提
示し、その後の話の流れを印象付けるのである。
なぜ、疑問文なのか？それは、聴衆の意識が問
いの答を求める方向に向かうので、後に続く話
に集中してもらえるからである。これを疑問文
を使わずに、単に話の内容を表す語句を並べる
だけに留めれば、その様な効果は強くは現われ
ないだろう。

とどろきしんいち: 光材料センター主幹研究員
〒 305-0044茨城県つくば市並木 1-1
URL: http://www.geocities.jp/tokyo 1406/
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炭素被覆低融点ガラスによる光ヒューズ

構造

光誘起切断の仕組みは?

作製方法

どうやって作ったか?

性能

反応速度と切断閾値は?

Slide 2

話の本題に入る前にそのアウトラインを示す
のはプレゼンテーション技術の基本中の基本だ
が、その意味する所は聴衆がプレゼンに集中し
続けてもらう点にある。一般に聴衆の集中力は、
講演が進むにつれて低下してくる。よって、聴
衆の気が散漫にならないうちに、話の流れを意
識させることが肝要である。
話の流れが見えないプレゼンを聞く身になっ

て考えてみて欲しい。流れの方向を見極めるた
めに、ずっと話に集中していなければならない。
その話が面白ければ、その集中は快感となるの
で問題は無い。しかし、集中が単なる作業となっ
てしまうと、気を抜けない状態の継続は疲労を
伴い、眠気を感じる様になる。
再びプレゼンする側から考えると、聴衆の全

員が面白く感じてもらえる話題を話す機会はそ
う多くない。よって、話の流れを提示せずにプ
レゼンすることは、「理解できる人だけに分かっ
てもらえば結構」、という突き離した態度を示
すことに等しい。

http://pub.nikkan.co.jp/mgz/kozai/
http://www.geocities.jp/tokyo_1406/
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1. **** *****

2. ******** *** *

3. **** *******

結論

目次表題
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1. **** *****
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3. ++ ++ +++?
1. **** *****
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3. ++ ++ +++?
1. ++ +++ ++?
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3. ++ ++ +++?

小まとめ

Slide 1

Slide 2

Slide 3

図 2: 話の流れを示す上映資料 (目次、結論、小
まとめ)の関係。

論理構造の視覚化

話の流れを示す機会は冒頭だけではない。筆
者は、3つあるポイントのうち一つを説明し終
える毎に、Slide 3のような「小まとめ」を提示
し、説明し終えたポイントの確認と、次に続く
話の流れを再提示することにしている。これは、
Slide 2と前回に示したSlide 1から合成したもの
であり、両者が完成していれば自動的にあと 2
枚の上映資料ができあがる訳である (図 2参照)。
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内容

炭素被覆低融点ガラスによる光ヒューズ

構造

洩れ光が炭素被覆を加熱し融着ガラスを除去。損失<1dB

作製方法

どうやって作ったか?

性能

反応速度と切断閾値は?

Slide 3

同じ語句を異なる 2～3箇所に打ち込むのは面
倒と思われるかも知れないが、それは発表者の
都合であって、聴衆にとって分かり易い方や良
いに決まっている。この手間を軽減するために、
筆者はプログラミング機能が利用できるソフト
ウエア (pLATEX2e)を使って執筆している [3]。
この種の機能を使えば、すべての上映資料に
個々のタイトルとは別に「見出し」を挿入する
ことも簡単である。ここで言う「見出し」とは、

Slide 2と 3の中に四角で囲った 3つの単語のこ
とを指している。聴衆はこの「見出し」を手が
かりに、3つあるポイントのうち、いまどのポ
イントが話されているのかを知ることができる。
不幸にして寝入ってしまった聴衆も、目覚めた
時に「見出し」を見ることで、話の流れに戻る
ことができる。この様な上映資料への作り込み
作業を、筆者は「論理構造の視覚化」と名付け
ている [3]。
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